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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 12月 2日 (2004.12.2)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
－ キ ャ リ ア 素 子 （ １ ； １ ０ ） を 有 し 、
－ こ の キ ャ リ ア 素 子 （ １ ； １ ０ ） 上 に 配 置 さ れ た 光 電 素 子 （ ３ ； １ ３ ） を 有 し 、 こ の 光 電
素 子 （ ３ ； １ ３ ） は 、 ワ イ ヤ ー ボ ン デ ィ ン グ （ ４ ａ ， ４ ｂ ； １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ） を 介 し て こ
の キ ャ リ ア 素 子 （ １ ； １ ０ ） 内 の 導 体 に 接 続 さ れ て い て 、
－ こ の キ ャ リ ア 素 子 （ １ ； １ ０ ） 上 の 閉 鎖 的 な ダ ム （ ２ ； １ ２ ） を 有 し 、 こ の ダ ム （ ２ ；
１ ２ ） は 、 光 電 素 子 （ ３ ； １ ３ ） を 有 し 、
－ こ の ダ ム の 領 域 内 に 配 置 さ れ た 封 止 体 を 有 し 、 こ の 封 止 体 は 、 こ の 光 電 素 子 　 （ ３ ； １
３ ） を 封 止 し 、 か つ ２ つ の 封 止 材 （ ５ ， ６ ； １ ５ ， １ ６ ） を 含 む 光 電 素 子 配 置 に お い て 、
－ ダ ム の 内 部 領 域 は 、 光 電 素 子 （ ３ ； １ ３ ） の 上 の 縁 ま で 封 止 材 （ ５ ； １ ５ ） で 充 填
さ れ て い て 、
－ こ の 光 電 素 子 （ ３ ； １ ３ ） の 上 の ダ ム の 内 部 領 域 は 、 少 な く と も 窓 領 域 内 で 透 明 な 第 ２
封 止 材 （ ６ ； １ ６ ） で 充 填 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 光 電 素 子 配 置 。
【 請 求 項 ２ 】
第 １ 封 止 材 （ ５ ； １ ５ ） は 、 ワ イ ヤ ー ボ ン デ ィ ン グ （ ４ ａ ， ４ ｂ ； １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ） の 熱
膨 張 率 （ α B D ） と キ ャ リ ア 素 子 （ １ ； １ ０ ） の 熱 膨 張 率 （ α T E ） と に ほ ぼ 合 わ せ ら れ て い
る 熱 膨 張 率 （ α V M 1  ） を 呈 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 光 電 素 子 配 置 。
【 請 求 項 ３ 】
第 １ 封 止 材 （ ５ ； １ ５ ） の 表 面 が 、 硬 化 さ れ た 状 態 で 大 き な 凹 凸 を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 光 電 素 子 配 置 。
【 請 求 項 ４ 】
第 １ 封 止 材 （ ５ ； １ ５ ） は 、 黒 い エ ポ キ シ 充 填 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 光 電 素 子 配 置 。
【 請 求 項 ５ 】
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第 １ 封 止 材 （ ５ ； １ ５ ） 及 び ダ ム （ ２ ； １ ２ ） の 材 料 は 、 同 一 の 母 材 か ら 成 り 、 粘 性 だ け
が 異 な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 光 電 素 子 配 置 。
【 請 求 項 ６ 】
第 ２ 封 止 材 （ ６ ； １ ６ ） は 、 第 １ 封 止 材 （ ５ ； １ ５ ） 及 び 光 電 素 子 配 置 （ ３ ； １ ３ ） の 上
の ダ ム の 内 部 領 域 を 完 全 に 充 填 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 光 電 素 子 配 置 。
【 請 求 項 ７ 】
光 電 素 子 （ ３ ； １ ３ ） は 、 フ ォ ト 素 子 又 は オ プ ト Ａ Ｓ Ｉ Ｃ と し て 構 成 さ れ て い て 、 こ の 光
電 素 子 （ ３ ； １ ３ ） の ビ ー ム 感 知 面 が 、 キ ャ リ ア 素 子 （ １ ； １ ０ ） か ら 離 れ て 指 向 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 光 電 素 子 配 置 。
【 請 求 項 ８ 】
ガ ラ ス 板 （ １ ９ ） が 、 フ ォ ト 素 子 又 は オ プ ト Ａ Ｓ Ｉ Ｃ の ビ ー ム 感 知 面 上 に 直 に 配 置 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 光 電 素 子 配 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 Emerson & Cuming社 に よ っ て 型 名 Amicon 50300 HT で 市 販 さ れ て い る よ う な 　 充 填 さ れ
た 樹 脂 の 形 態 を し た 公 知 の 黒 い エ ポ キ シ 充 填 材 が 、 適 切 な ダ ム の 材 料 と し て 設 け
ら れ 得 る 。 そ の 代 わ り に 、 製 品 名 FP 4451 で 市 販 さ れ る Dexter Hysol社 の エ ポ キ シ 充 填 材
を 使 用 し て も よ い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 水 槽 状 の ダ ム の 内 部 領 域 内 に 配 置 さ れ た 封 止 体 が ２ つ の 異 な る 封 止 材 か ら 構 成 さ
れ る 点 が 、 本 発 明 に 対 し て 重 要 で あ る 。 こ の 封 止 体 は 、 光 電 素 子 ３ を 封 入 す る 。 こ の 場 合
、 こ の 例 で は 、 ダ ム の 内 部 領 域 が 、 光 電 素 子 ３ の ほ ぼ 上 の 縁 ま で 第 １ 封 止 材 ５ で 充 填 さ れ
て い る 。 し た が っ て こ の 第 １ 封 止 材 ５ は 、 こ の 例 で は 素 子 ３ の 高 さ ｈ 1  に ほ ぼ 相 当 す る 高
さ を 有 す る 。 基 本 的 に は 、 第 １ 封 止 材 ５ の 高 さ を 例 え ば よ り 低 く し て も よ い 。 し か し な が
ら 、 ダ ム の 内 部 領 域 が 特 に 最 大 で 光 電 素 子 ３ の 上 の 縁 ま で 第 １ 封 止 材 で 充 填 さ れ て い て 、
し た が っ て 光 電 素 子 ３ の ビ ー ム に 感 知 す る か 又 は 場 合 に よ っ て は ビ ー ム を 放 出 す る 面 が 第
１ 封 止 材 ５ に よ っ て ほ と ん ど 覆 わ れ て い な い こ と を 保 証 し な け れ ば な ら な い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ ｃ 中 に 示 さ れ た 引 続 く 処 理 ス テ ッ プ で は 、 第 １ 封 止 材 １ ５ が ダ ム の 内 部 領 域 内 で 配
量 針 ５ ０ に よ っ て 好 ま し く は 最 大 で 光 電 素 子 の 上 の 縁 ま で 注 入 さ れ る 。 上 述 し た よ う に こ
の 実 施 の 形 態 で は 、 ダ ム １ ２ と 同 一 の 母 材 か ら 成 る 第 １ 封 止 材 １ ５ が 選 択 さ れ る 。 そ の た
め 、 例 え ば 充 填 さ れ た 黒 い エ ポ キ シ 樹 脂 又 は エ ポ キ シ 充 填 材 が 使 用 さ れ 得 る 。 次 い で 、 ダ
ム １ ２ と 第 １ 封 止 材 １ ５ の 双 方 が 、 適 切 な 焼 結 処 理 に よ っ て 硬 化 さ れ る 。 図 ２ で 中 に 示
さ れ て い る 以 下 の 方 法 ス テ ッ プ で は 、 最 初 に 説 明 し た 実 施 の 形 態 と は 違 っ て 、 追 加 の ガ ラ
ス 板 １ ９ が 、 光 電 素 子 １ ３ 又 は オ プ ト Ａ Ｓ Ｉ Ｃ の ビ ー ム 感 知 面 上 に 配 置 さ れ る 。 こ の こ と
は 、 図 ２ ｄ 中 に 示 さ れ た よ う に 透 明 な 第 ２ 封 止 材 で 充 填 す る 前 に 実 施 さ れ る ； し か し そ の
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代 わ り に 、 ダ ム の 内 部 領 域 の 残 り を 透 明 な 第 ２ 封 止 材 で 充 填 し た 直 後 に ガ ラ ス 板 １ ９ を 光
電 素 子 １ ３ の 表 面 に 押 し 付 け る こ と も 可 能 で あ る 。
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